
 
 
 

「

碑
い
し
ぶ
み

の
会 

」
か
ら
の
お
願
い 

 

「
無
言
館
」
館
主
・
作
家
窪
島
誠
一
郎
さ
ん
は
、
か
ね
て
岩
内
の
街
と
海
を
一
望
し
泊
原
発

と
真
向
う
丘
に
、
ひ
と
つ
の
石
碑
を
建
て
る
計
画
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
年
内

完
成
を
目
ざ
し
て
石
碑
の
建
設
準
備
を
始
め
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
、
窪
島
誠
一
郎
さ
ん
の
こ
の
計
画
に
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
賛
同
し
、
石
碑
の

一
日
も
早
い
建
立
を
願
っ
て
「
碑
の
会
」
を
設
立
し
て
そ
の
応
援
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

有
志
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

建
立
場
所 

 

岩
内
町
野
束 

募
金
目
標 

 

二
五
〇
万
円 

募
金
期
限 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
末
日
ま
で
と
し
ま
す
。 

募
金
方
法 

 

一
口(

千
円)

以
上
の
賛
同
募
金
を
、
よ
び
か
け
人
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
か
、 

郵
便
振
込
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

「
碑
の
会
」
よ
び
か
け
人 

 
 
 
 

 

青
木
久
美
子
（
㈱
旅
シ
ス
テ
ム
） 

 
 

秋
山 

孝
二
（
㈶
秋
山
記
念
生
命
科
学
振
興
財
団
理
事
長
） 

猪
狩 

久
一
（
弁
護
士
） 

 
 
 

  

石
川 

一
美
（
北
海
道
平
和
婦
人
会
会
長
） 

 
 

伊
藤 

め
ぐ
（
歌
手
）             

植
田 

英
隆
（
㈱
り
ん
ゆ
う
観
光
代
表
取
締
役
社
長
） 

大
田 

 

勤
（
岩
内
町
議
会
議
員
）   

内
山 

 

博
（
㈱
旅
シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役
社
長
） 

加
藤 

多
一
（
童
話
作
家
）        

大
石 

美
雪
（
原
発
問
題
後
志
市
民
の
会
事
務
局
長
） 

高
崎    

暢
（
弁
護
士
）          

小
笠
原
正
浩
（
立
命
館
慶
祥
中
・
高
校
教
育
振
興
会
会
長
） 

國
田 

裕
子
（
札
幌
窪
島
会
代
表
）   

菊
地 

 

大
（
余
市
教
育
福
祉
村
理
事
長
） 

橘 
 

晃
弘
（
北
海
道
反
原
発
連
合
）  

鴫
谷 

節
夫
（
平
和
と
教
育
を
考
え
る
ツ
ア
ー
連
絡
会
会
長
） 

中
原
清
一
郎
（
作
家
）             

菅 
 

訓
章
（
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
友
の
会
参
与
） 

福
原 

正
和
（
医
師
）             

馬
場 

 

怜 (

書
家
・
余
市
九
条
の
会
代
表) 

本
堂 

秀
利
（
岩
内
町
議
会
議
員
） 

 

吉
田 

重
子
（
北
海
道
視
覚
障
害
者
九
条
の
会
幹
事
長
） 

吉
野 

正
敏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
北
海
道
自
由
が
丘
学
園
・
と
も
に
人
間
教
育
を
す
す
め
る
会
理
事
長
） 

   

お
問
い
合
わ
せ
先 

   
 

 

余
市
町
登
町
六
三
六
・
菊
地
大
（
☎0135

・23

・7343

） 
 
 
 

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
丁
目
南
五
―
五
・
國
田
裕
子
（
☎011

・866

・1747

） 

岩
内
町
字
栄
一
三
三
‐
五
・
大
石
美
雪
（
☎0135

・62

・3226

） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

碑 

文 
    
 
 
 

「
核
」
を 

 
 
 
 
 

絵
筆
で
塗
り
つ
ぶ
せ 

 
 
 
 
 

ペ
ン
で
書
き
あ
ら
た
め
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
上 

 

勉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

窪
島
誠
一
郎 

 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

わ
れ
ら
父
子
（
水
上
勉
・
窪
島
誠
一
郎
）
は
太
平
洋
戦
争
下
の
混
乱
期
に
離
別
し
、 

 

戦
後
三
十
余
年
ぶ
り
に
奇
跡
の
再
会
を
果
た
し
た
。
時
に
父
五
十
八
歳
、
子
三
十
五 

 

歳
。
父
水
上
勉
は
生
前
、
故
郷
若
狭
に
群
立
す
る
原
子
力
発
電
所
の
存
在
を
批
判
し
、 

 

子
窪
島
誠
一
郎
は
信
州
上
田
に
戦
没
画
学
生
を
慰
霊
す
る
美
術
館
「
無
言
館
」
を
建 

 

設
し
た
。
父
の
代
表
作
「
飢
餓
海
峡
」
の
舞
台
で
あ
り
、
子
の
妻
紀
子
が
生
ま
れ
育 

 

っ
た
郷
里
で
あ
る
岩
内
の
丘
に
、
わ
れ
ら
父
子
は
「
三
行
の
希
い
」
を
刻
ん
だ
一
碑 

 

を
建
立
す
る
も
の
な
り
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
者 

窪
島
誠
一
郎 

 
 

   


